
岡
山
市
に
本
部
を
置
く

国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
今
年
、
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設
立
十
五
年
を
迎
え
た
。

「
顔
が
見
え
な
い
」
と
批

判
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
日
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本
の
国
際
貢
献
だ
が
、
非

政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
の

立
場
か
ら
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
地

道
に
続
け
て
き
た
活
動
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は
、
す
で
に
世
界
約
四
十

五
力
国
に
及
ぶ
。
十
日
か

ら
岡
山
県
内
で
開
か
れ
る

「
第
六
回
Ｎ
Ｇ
Ｏ
サ
ミ

：　ツ：

ト
」
を
前
に
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

―
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の
足
跡
を
た
ど
り
、
国
際

貢
献
の
今
後
を
探
る
。

　
岡
山
市
楢
津
に
あ
る
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
本
部
。
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
（
ス

イ
ス
）
の
国
連
機
関
か
ら
毎

日
届
く
難
民
情
報
の
フ
ァ
ク

ス
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
ス
タ
ッ

フ
が
目
を
凝
ら
す
。

　
こ
の
一
年
だ
け
で
も
、
一

月
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
地
震
を

は
じ
め
、
八
月
ト
ル
コ
大
地

震
、
九
月
東
テ
ィ
モ
ー
ル
紛

争
、
台
湾
大
地
震
、
十
一
月

イ
ン
ド
の
サ
イ
ク
ロ
ン
、
べ

た
。

　
今
で
は
日
本
の
ほ
か
イ
ン
ド

や
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
二
十
五
の

国
と
地
域
に
支
那
や
事
務
所

を
持
つ
組
織
に
発
展
。
会
員

も
国
内
で
杓
子
五
百
人
、
世

今
年
４
月
、
コ
ソ
ボ
紛
争
‐
‐
‐
１

に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
難
然

に
対
し
緊
急
救
援
活
動
髭

行
い
、
診
療
に
当
た
る
Ａ
ｙ

Ｍ
Ｄ
Ａ
の
医
師
＝
ア
ル
バ

ニ
ア
北
東
部
ク
ケ
ス
、
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
提
供
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大
地
震
、
洪
現
地
で
診
療
活
動
を
展
開
す
界
全
体
で
は
約
二
千
人
を
数

　
　
　
　
水
、
地
域
紛
争
る
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
軽
さ
に
え
る
。

援
　

…
。
大
量
の
被
は
目
を
見
張
る
。
　
　
　
　
　
緊
急
救
援
活
動
は
、
九
〇
年
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s
9
難
民
が
　
　
　
　
　
　
ヽ
　
　
　
　
　
代
以
降
、
活
発
化
。
フ
ィ
リ
ピ

必
｀
゛
　
予
想
さ
れ
る
事
　
■
活
発
な
活
動
ビ
ピ
ナ
ツ
ボ
火
山
噴
火
に
よ

　
　
ｓ
　
態
に
対
し
、
直
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
設
立
は
一
九
る
被
災
者
救
援
（
九
二
年
）
、

島
　

ち
に
医
師
、
看

緊
　
復
帰
ら
医
療
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宍

　
　
ｚ
　
ｌ
ム
を
送
り
込
　
　
　
　
　
　
　
　

心
。
ひ
と
蓼
（

　
　
　
　
む
。
こ
れ
が
、
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Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
海
外
活
動
の
柱

の
一
つ
、
緊
急
救
援
活
動
だ
。
・
八
四
年
八
月
。
岡
山
市
の
開
ソ
マ
リ
ア
難
民
救
援
元
三

　
派
遣
の
対
象
と
な
る
の
業
医
二
宮
波
茂
医
師
（
五
二
）
が
年
）
、
ル
ワ
ン
ダ
難
民
紋
葉
九

一
人
言
百
雷
藤
鮮
血
危

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
国
を
拒
否
さ
れ
た
。

■
綱
　
渡
　
り
　
　
即
座
に
緊
急
派
遣
に
応
じ
ら

　
　
［
だ
が
、
医
者
と
し
て
困

っ
て
い
る
人
が
い
れ
ば
、
ど

こ
の
国
の
人
で
あ
ろ
う
と
何

と
か
し
て
助
け
た
い
］
。
約

十
年
前
か
ら
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
活

た
。

　
■
地
球
規
模

　
緊
急
救
援
を
行
う
地
域

は
、
現
地
政
府
や
国
際
的
な

動
に
参
加
し
て
い
る
三
宅
和
救
援
活
動
が
ま
だ
始
ま
っ
て

久
医
師
ご
）
Ｈ
‥
岡
山
市
津
島
い
な
か
っ
た
り
、
救
援
の
手

　
　
　
　
　
　
本
町
‥
‥
‥
が
話
が
届
か
な
い
地
域
も
多
い
。

ＮＧＯへの理解深まる
す
よ
う
に
、
　
「
マ
ラ
リ
ア
な
ど
風
土
病
や

Ｔ
人
一
人
の
二
次
災
害
と
い
っ
た
危
険
も

強
い
ボ
ラ
ン
あ
り
、
メ
ン
バ
ー
は
ま
さ
に

テ
ィ
ア
意
識
命
懸
け
」
と
会
員
情
報
局
を

が
活
動
を
支
担
当
す
る
小
池
彰
和
さ
ん

え
て
い
る
。
（
六
八
）
。

　
今
年
四
月
　
日
本
か
ら
の
一
方
的
な
救

の
コ
ソ
ボ
紛
擾
で
は
な
く
、
い
つ
で
も
ど

争
で
は
、
日
こ
の
場
所
か
ら
で
も
緊
急
救

本
政
府
に
先
後
活
動
が
行
え
る
地
球
規
模

駆
け
て
難
民
で
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

キ
ャ
ン
プ
に
が
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
目
標
。
こ

入
り
、
診
療
の
た
め
、
緊
急
時
に
即
座
に

活
動
を
始
め
対
応
で
き
る
よ
う
各
国
の
医

た
。
政
治
や
師
で
組
織
す
る
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

国
境
に
と
ら
多
国
籍
医
師
団
」
や
、
各
国

わ
れ
な
い
Ｎ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

Ｇ
Ｏ
の
役
割
づ
く
り
も
進
め
て
い
る
。

を
再
認
識
さ
　
三
宅
医
師
は
「
で
き
る
範

せ
、
外
務
省
の
民
間
援
助
文
題
の
こ
と
を
積
み
重
ね
る
。

は
、
一
般
人
の
死
者
が
百
人
ア
ジ
ア
の
医
師
に
呼
び
掛
け
四
年
）
と
毎
年
、
医
療
チ
ー
ム
　
数
多
く
の
救
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
れ
る
医
師
の
確
保
は
綱
渡
り
。
援
室
も
「
国
民
の
間
で
も
Ｎ

を
超
え
る
よ
う
な
自
然
災
害
て
作
っ
た
「
ア
ジ
ア
医
学
生
を
派
遣
し
て
負
傷
者
ら
の
手
ト
を
展
開
す
る
が
、
順
風
満
帆
募
金
や
寄
付
頼
み
の
活
動
資
金
Ｇ
Ｏ
の
活
動
に
対
す
る
理
解

や
紛
争
な
ど
。
一
人
で
も
多
国
際
会
議
」
を
前
身
に
、
ア
当
て
に
当
た
る
。
実
績
を
積
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
九
五
は
、
国
内
で
報
道
さ
れ
ず
一
般
が
一
気
に
深
ま
っ
た
」
と
評

く
の
人
命
を
救
う
た
め
、
七
ジ
ア
で
の
医
療
救
援
活
動
を
み
重
ね
る
中
、
九
丑
年
五
月
年
の
ロ
シ
ア
・
サ
ハ
リ
ン
大
地
の
人
の
目
に
触
れ
な
い
地
域
で
価
。
こ
れ
ま
で
対
象
外
だ
っ

十
二
時
間
以
内
の
診
療
開
始
目
指
し
、
「
ア
ジ
ア
医
師
達
に
は
国
運
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
認
定
さ
れ
震
で
は
、
受
け
入
れ
る
側
の
理
の
活
動
に
対
し
て
は
、
調
達
に
た
緊
急
援
助
活
動
に
も
国
の

を
原
則
と
す
る
。
　
　
　
絡
協
議
会
】
と
し
て
誕
生
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
解
か
得
ら
れ
ず
、
空
港
で
】
咳
苦
労
す
る
と
い
う
。
　
　
　
補
助
金
を
出
す
道
を
開
い

そ
れ
が
重
要
」
と
話
す
。
一

人
ひ
と
り
の
小
さ
な
意
識
と

行
動
が
活
動
の
輪
を
広
げ
、

大
き
な
国
際
貢
献
に
つ
な
が

・
っ
て
い
る
。
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